








5.要約 

加令にともなう奇形発生に関するprospectiveな調査では,35才以上の母親(1,403例)から

の奇形発生率は 2.42%であった。これに対して対照とした 34 才以下の母親(1,403 例)から

の発生率は O.93%であって,両群に明らかな頻度差を認めた(P<0,005)。また所謂

retrospective な調査では,6065 例の奇形児出生時の母親の年令別発生頻度(%)をつくり'

これを厚生省の全国年令別分娩頻度値を期待値として比較した結果,加令につれて著明に

多発する傾向をもつ疾患として Down 症,心房中隔欠損症(ASD),多合指(趾)症などが認めら

れた。 

また母令依存性が明瞭に指摘できるようになった疾患としては水頭症,多発奇形,唇口蓋裂

,幽門狭窄,脊椎破裂などが認められた。 


